

















なか上上立ふね（戻り） mo-巴9― ri〈改 ー11〉
なか上上立ふね（戻り） mo-竺― ri く改四10ウ〉








表記方法は、 森田(1957)が指摘したとおりである (3) 。第一 方法、第二方法、第三方法は
森田(1957)に従う。
日本語のハ ングル音注として最も古い 『伊路波」(1492)に見られる濁音表記は、 セズsy
a n-zu、 程hon-to、 ハパ ham-pa、 メデmy a n-ty a など、何れも第一 方法が表記されて
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考え同値と見ているが (6) 、「いかがJ を 'i-ka- � ka く重六15) のような韓国語にない1/ k 


















いんで（打消） ＇in-ty a i く原二 9 〉
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御がってんに存じられてく原四4ウ〉→切れ目の内部











表1 頭部ガ行音の音注表記 ガは「がら、 がる、 が （助詞）、 がく 」 など
原刊木 改修本
1/ k k りK k 
゜ 6 ゜ 5 
゜ 9 ゜ 15 
゜ 2 ゜ 2 
゜ 19 ゜ 11 
447 5 568 14 
重刊本










ギは 「ぎんみ（吟味）」 1 例と 「ぎ（儀） 」 21
例など22例が見られる。 このうち、 ぎんみ（吟
味） 1 例は ki で表記されているが、 ぎ（依）
は8例が ki で、13例がかki で表記され、 視用




（原六 5 ウ〉の 「させる儀」のように「ぎ」が前の音節と続けて読まれる所は '1-ki で表
記されているし、く原六 4 ウ〉の 「祝うての 儀ぢゃほどに」 のように「ぎ」の前で切られて、
実際の会話文で頭部の環境になる所は ki で表記されている。 従って、 頭部の 「ぎ」はすべ
て ki で表記されていることになる。改修本でも 「ぎ」 が30例見られるが、 その中に "-ki で
表記されている15例は内部の環境として見るべき所である。改修本で新たに見られる 「ぎ」
9例も同じ傾向である。 即ち、 同一語でも会話文上、 頭部では鼻音的要索がなくなった(/)で
表していないが、内部の環境では昴音的要素が入っていたので表しているのである。
グは 「 ぐんくわん」 kun-koan 〈原 -22〉など 2 例、 ゲはりfく」 ky a i-ku 〈原二 2 ウ〉
など19例が見られるが全て平音のKで表記されている。改修本、 諏刊本も同じである。
ゴは 「 ごきないj（五畿内）〈原九21ウ〉など 5 例は平音の K で表記されているが、 「 ごうた」
（御歌）のように "ko で表記されているほとんどは 「御」の音注である (421 例）。 「御」
の音注の中に例外を見せているのは見られない。 「五」が頭部に現れるのは15例で、 その中
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表2)内部ガ行の音注分布
原刊本 改作本 重刊本
" -K 1/ k k 1/-k 1/ k k 7/ -k '] K 
ガ 318 ゜ 7 299 ゜ 16 116 90 
ギ 112 ゜ ゜ 70 ゜ 2 16 38 
グ 93 ゜ 6 69 ゜ 14 6 59 















74 ll 2 67 ゜ 21 89 ゜ 2 
内部のガ行は1/ -k、 11 k、K
の三様の音注で表記されている。その分布は表2)の通りである。ガは原刊本、改修本
ともにほとんどかKで表記されている。























じうぐん zi-"u�n （原九24〉 zi-'u-些n 〈改九34〉
ゲは、 原刊本で TJ -k の表記が43例見られるが、 1/ k の表記は見られない。改修本も同じ
である。 狽刊本では TJ-K から1/ k 方へ改修が行われ、 1/ k で表記されている。
平音のKの表記は原刊本で1例見られるが、 改修本では6例で増えている。 これは7-K
から改修されたものか、 改められた語である。
ゴは、 原刊本で1/ kの音注が51例見られるが、 ガ行の他の所では見られなかった第二方
法のりKの音注が11例見られる。改修本では1/ kは見られないが、 原刊本でりKであった
のが改修本ではKに改修されて、 Kが21例で非常に多く見られる。
じうごにん zi-'u-�已竺―nin く原五15〉 zi-'u-竺-nin 〈改五21 ウ〉
また、 原刊本のT/-kの音注もKに改修されて、 昴音的要紫がなくなっている。






るが、 重刊本では全て z に改修され、 音注表記が統一されている。
ザは、 Zで表記されている。 ジは、 ほとんどzで表記されているがSで表記されているの




2 s z s z s 
ザ 4 ゜ 5 ゜ 5 
ジ 54 2 52 6 52 
ズ ゜ 6 5 3 5 
ゼ 13 1 ， ゜ 7 











5例見られるが、 全て si で表記されている。




いる。 改修本では四例が zu に改修され、韮刊
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本では全てzuに改修されている。
ずいぶん（随分） su-'i-pun 〈原四4 > · su-'i-pun く原十7ウ〉
zu-'i-pun 〈改四8ウ〉 ．su-'i-pun 〈原上14〉
zu-'i-pun 〈重四 5 ウ〉 •zu-'i-pun く諏上11ウ〉
「ずいぶん」の音注をSUで表記しているのはやはり韓国語の 「随」 の漢字音(su)の影
響であると思われる。
ゼは、 原刊本でzの音注が13例、 Sの音注が 1 例表記されている。 Sの 「ぜん」 1 例は、
韓国語の「膳 」 の漢字音(sy a n)の影響であると思われる。 zで表記されているのは全て
韓国語の漢字音の子音がCである。
ぜん（膳） sy an く原六 9 〉
ぜんごう （前後） zy o i'7 -ko-'u く原四25ウ）
ぜんぶ（全部） zy a im-pu 〈原二8〉
改修本から重刊本へは 「 御ぜん」'o-sy a nのSで音注されているのが'o-zy a nく砥六11
ウ）のようにZへ改修されている。 ゾは、 全てzoで表記されている。
内部のザ行は、 n-z、 Z、 n-s、 sの四つの音注で表記されている。 その分布は表4)の
通りである。
ザは、 原刊本ではほとんどzaで表記されているが、 n-zの表記が6例、 saの表記が10例
表4)内部ザ行の音注分布
原刊本 改修本
ns ns z s ns ns z s 
ザ 6 0 283 10 ゜ 0 410 8 
ジ 6 0 164 31 ゜ 0 263 24 
ズ 55 17 1 10 ゜ ゜ 22 6 
ゼ ゜ ゜ 49 1 ゜ ゜ 47 7 






nz nz z 
゜ 0 331 
゜ 0 210 
゜ ゜ 55 
゜ ゜ 47 










ジもほとんと'zi で表記されている。 nzi の表記が 6 例見られるが改!知本ではZに改修さ
れ鼻音nがなくなっている。
ほうじ（報ず） ho-·un-zi く原六19ウ〉 ho-'u-zi く改六28 ウ〉
ズは、 原刊本で特に n-zu の音注が55例で、他のザ行と比べると鼻音 n が非常に多く現れ
る。 その反面 zu の表記は 1 例しかない。
ザ行の他のところでは見られなかった～ n-su の表記が、 17例も見られる。 これらは改i¢
本で全てzまたはSに改9多され、 昴音nがなくなっている。
うず（助動） ＇un-su く原八21 ウ〉 'u-zu 〈改八32〉
ゼは、原刊本でzの表記が49例、Sの表記は1例のみであるが、改修本では7例で増えて
いる。 これらは狐刊本で全てzに改修されている。
ゾの楊合、 n-zo、 zo、 n-so、 so で音注が表記されている。 n-zo の表記が 8 例、
n-so の表記が 1 例見られるが、改＇多本では全て z に改修されている。
なにとぞ（何卒） na-ni-tton-zo 〈原三20〉 na-ni-tto-zo く改三26 ウ＞
3)ダ行音表記
ダ行音の音注表記としては他の行と同じく～ n-t、 nt、 t の三様の表記が見られる。ダ行
音の頭部の音注分布は表5)の通りである。
頭部のダは原刊本でほとんど t で表記されているが、 nt の表記も 4 例見られる。 その鼻
音の nt の表記が改修本では 1 例が、 煎刊本では全てが t で表記されている。
だんかう nta'f/-ko-u 〈原二13〉 ta り -ko-u く改二19〉








でわのくに旦2土 'oa-no-ku-ni 〈原九24 、改九34 ウ〉 巴L色!-'oa-no-ku-ni く狐九14〉
表5)頭部ダ行音の音注分布
原刊本 改修本 煎刊本
nt t nt t nt t 
4 23 3 52 ゜ 52 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ 1 ゜ 3 2 ゜
8 23 19 14 12 18 
ドは、原刊本、改修本、 重刊本ともに語頭に
nが表記されているが、すべて 「 どこ、 どち」
など不定称代名詞である。 これは 「 どうして」









n-t nt t n-t nl t n-t nt t 
ダ 119 ゜ 11 7 0 166 ゜ 93 46 
ヂ 2 ゜ 2 l ゜ 23 ゜ ゜ 5 
ヅ 101 ゜ 4 8 0 103 ゜ ゜ 96 
デ 198 ゜ 5 1 0 141 ゜ 41 173 




表記がほとんど t に改修され、 鼻
音 n がなくなっている。
· あいだ ·a-'i� <JJK三 23ウ）
＇a- ．i-竺〈改三31〉
改修本のn-t が 7 例見られるこ
とからこの時期のダは界音がほと
んどなくなったが、わずかに混同を見せていたと言える。
あいだ 'a-'in-ta （改中 8 〉 'a-'i-ta く改中 9 〉
重刊本では、鼻音の n-tの表記は完全になくなっているのに対し、濁音表記である nt の
表記が多く使われている。
ヂも同じく原刊本ではn- C表記の 「 うぢな」「あわぢ」 の2例が「うぢな」 「姓名」 に改
修されているし、 n-c は改修が行われてない 「あわぢ」 'a-'oan-ci で表記されでいる。それ
以外は改修本で全てCで表記されている。
瓜刊本では、改修本に鼻音nが 1 例残っていたのが鼻音nがなくなっている。
あわぢ 'a-'oa� く改九37ウ〉 'a-'oa―竺渾九17〉




いづれも 'i巴竺ーry-a i-mo 偲二3ウ〉 ＼
ー� -r a i-mo 〈改二4ウ〉
孤刊本では全てCに改修されている。ヂと同じ理由で nc 表記は見られない。
デは、原刊本でn-t の表記がほとんどである。 t の表記はわずか 5 例である。
めでた <my a n-ty a i-la-ku <.IJi｛七22〉
改修本では n-t から t に改修され鼻音がほとんどなくなっている。 n-t の鼻音表記は 1 例
見られるだけである。
ドも、原刊本で n-t の表記がほとんどである。改修本へは n-t から t へ改修されているが、
他のところでは見られなかったnt の方へ 3 例が改修されている。
えど 'ya i巴竺（原六17ウ〉 ry a i―竺（改六25ウ〉
皿刊本では n-t の鼻音 表記は完全になくなっている。改修本で n-t と t の表記が nt に改
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表 7) 頭部バ行の音注分布
原刊本 改修本 砥刊本
mp p mp p mp p 
I < ， 19 13 17 10 12 
ピ ゜ 4 ゜ 5 2 6 
プ 13 7 31 3 29 2 
ペ 4 6 ゜ 10 4 3 






m-p 、 mp、 p の音注が見られる。 バ行の頭
部における濁音表記の分布は表 7) の通りで
ある。
頭部のパ行は、 mp と pで表記されている
が、 mp で表記されているのは全て字音語で
その子音がmである漢字音である。
ばんかた（晩方） 四竺!-ka-ta 〈原六4ウ、改六6ウ、 菰六5ウ）
P で表記されているのは非字音語であるか、 子音がmでない字音語である。
ばかり（助詞） pa-kka-ri 〈原三 9ウ〉
以上の例で見られるように、 ばかり、 ばん（番）などは pa で、 ばん（晩）ばん（万）な
どは mpa を表記されているのはmで始まる漢字音は濁音パに鼻音的要素が残っていたので、
それを表しているのであろう。
ピは、 原刊・改修本においてはPで表記されているが、 煎刊本では mp の表記が2例見ら
れる。 プは、 p と mp で表記されているが、 mp の方が多く表記されている。 mp で表記さ
れているのは 「奉行、 幾後、 無事」 のような漢字音で改修・重刊本ともに改修されていない。
この中の 「豊」は韓国人が読むと[pu]になりやすいので、 それを防ぐために鼻音mを付
けて表記したと恩われる。「無」はおそらく鼻音的要素が重刊本の時期まで残っていたので
あろう。 P で表記されているのは原刊・改修・璽刊本ともに 「分」 だけでこれは韓国の音
も「pun」であるので、 他の表記を必要としなかったと思われる。
ペは、原刊本で P 、 mp の二様の表記が現れるが、 mp 4 例は改修本では全て P に改修さ
れている。
べち（別） mpy a i-ci く原ー25〉 py a i-ci 〈改ー38〉
砥刊本では再ぴ mp が 4 例見られるが、 これは重刊本で新たに現れる語である。
内部のパ行の音注は、 m-p、 mp、 p で表記されている。 その音注の分布は表 8) の通り
である








m-p mp p m-p mp p m-p 
18 9 129 ゜ 5 99 ゜
6 1 38 ゜ ゜ 50 ゜
2 6 34 ゜ 12 47 ゜









mp、 p で 表 記されでい る が、
m-p の音注が改修本で P に改修
され、鼻音mがなくなっている。
およば（及ぶ） ＇o-yom-pa く原
八25 ウ〉 'o-yo�pa 〈改八38〉
ピもパと同じく m-p から p に
改修され、鼻音表記がなくなって
いる。
くさぴ（楔） ku-sa巴ヱ！〈原八21 ウ〉 ku-sa-巴く改八31 ウ〉
プも原刊本で鼻音表記 m-p が改修本では P に改修され、鼻音がなくなっている。それ以
外はほとんど変化が見られない。
ベは、原刊本の大部分の m-p が改修本では全て P に改修され鼻音がなくなっている。ただ、
原刊本の mp はPになるが（「そうべつ（総別）」＜原＝ 2 ウ〉）、原刊本で m-p 表記だったの
が改修本で mp になっているのがある。
しかるべき si-ka-rum-py a i-ki 〈原七17 ウ〉 si-ka-rum-py a i-ki 〈原十 8 ウ〉
si-ka-ru-�-ki 〈改七22〉 si-ka-ru ―翌三旦-ki 〈改上16〉
ポは大部分 P で表記されているが、原刊本では rmy a n-mpo-ku」（面目）〈原五28〉 1 













- 84 - (10) 
表9)内部の鼻音的要素率(%)
が ぎ ぐ げ ご ざ じ ず ぜ ぞ だ ぢ づ で ど ば ぴ ぶ ベ ほ
原 98 100 94 98 85 2 3 87 0 39 92 50 96 98 97 7 13 5 81 ゜
改 95 97 83 90 76 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 4 7 7 07 7 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜










ているが、 表記が多様に現れることから音声に忠実な表記と見て良い。 r方酋類釈 J の濁音
にもr捷解新語J と同じ表記法で記されているが、 昴音は 「 切れ目」の頭部では房音•が現れ
ず、「切れ目 」 の内部のみで現れる。その分布は次の表10)のよう に、 濁音に於ける昴音的
要素はガ・ダ・ パ・ザ行の顛で、「原刊本」と同じ傾向である。
表10) r方言類釈』 の内部の濁音表記








ザ・ バ行は原flJ本でわずかに残っていたのが、 改修本では完全に1吃失している。 ダ行は原刊
本までは昴音性を保っていたが、 改修本ではわずかに見られ、 重刊本では完全に喪失した。
(11) - 83 -
喪失順は比率から考えると前舌から後舌｀ 庶棺音から破裂音へ、 即ち、 ザ行、 パ行、ダ行、
ガ行の順である (8)。 その理由は後舌の方が鼻腔から近く、 前舌の方が鼻腔から遠いのでliiJ






(2)『伊路波』 『 in.g.J 『む格J r老乞大』 r童子教』 r雑i面 『本1j,:』r議論J 『通信』 『鳩狡物師J r底
潤往来』 『応永記」 r雑箪J 『窟士Jの14禎類で、現存するのは 『伊路波」のみである。
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